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TPD52L3

TPD52L3; Tumor protein D55; hD55; Testis development protein NYD-SP25; Tumor protein
D52-like 3
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、腫瘍タンパク質D52様タンパク質ファミリーのメンバーをコードします。これらのタンパク質は、N末端コイルドコイルモチーフを特徴とし、このモチーフは他の腫瘍タンパク質D52様タンパク質とホモマーおよびヘテロマー複合体を形成するために使用されます。コードされているタンパク質は精子形成において役割を果たす可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2009年10月],類似性：TPD52ファミリーに属します。,組織特異性：精巣で特異的に発現します。成体精巣では胎児精巣よりも5.6倍高いレベルで発現します。,
	研究分野
	-
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	パラフィン包埋ヒト前立腺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

